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金井兼（かない・けん） 
昭和 41年 11 月 14 日福井市生まれ。平成６年３月福井工業大学大学院博士後期課程修

了・工学博士号取得。平成 11 年関東大学校（韓国）名誉博士。平成 12 年４月福井工

業大学電気工学科教授（平成 19年３月 31日迄）。平成元年学校法人金井学園総務部長

に就任。平成４年 12月同学園理事長に就任。趣味：馬術、ゴルフ。学生時代より、馬

術部にて活躍、現在全日本学生馬術連盟副会長の要職を務める。福井経済同友会幹事、

福井県サッカー協会会長。 

Kanai 
Ken 

教育界のトップリーダー
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更
紗
編
集
部 

創
立
６
０
周
年
を

迎
え
た
金
井
学
園
の
ト
ッ
プ
と
し

て
学
園
運
営
の
理
念
を
お
聞
か
せ

下
さ
い
。 

金
井
兼
・
学
校
法
人
金
井
学
園
理

事
長 

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い

こ
と
で
す
が
、
私
立
学
校
運
営
の

最
た
る
特
色
は
「
建
学
の
精
神
」

で
す
。
当
学
園
は
、「
悠
久
な
る
日

本
民
族
の
歴
史
と
伝
統
と
に
根
ざ

し
た
愛
国
心
を
培
い
節
義
を
重
ん

ず
る
人
格
の
育
成
、
科
学
技
術
の

研
鑽
に
努
め
、
以
て
人
類
社
会
の

福
祉
に
貢
献
す
る
」
を
建
学
の
精

精
神
と
し
て
設
立
さ
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
精
神
は
普
遍
で
す
が
、

中
身
を
ど
の
よ
う
に
充
実
さ
せ
て

い
く
か
、
い
か
に
時
代
に
即
応
し

た
学
校
経
営
を
し
て
い
く
か
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

当
学
園
は
昨
年
創
立
６
０
周
年

を
迎
え
、
五
ヵ
年
の
中
期
経
営
計

画
を
策
定
し
、「
金
井
学
園
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
６
０
」
と
し
て
公
表

し
ま
し
た
。
こ
の
「
金
井
学
園
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
６
０
」
こ
そ
、

現
在
の
経
営
理
念
を
具
体
化
し
た

も
の
と
言
え
ま
す
。 

 

こ
の
経
営
計
画
で
は
、
達
成
す

べ
き
目
標
と
し
て
、「
選
ば
れ
る
学

校
を
目
指
す
」「
福
井
工
業
大
学
・

附
属
福
井
高
等
学
校
・
附
属
福
井

中
学
校
の
連
携
の
強
化
」「
社
会
貢

献
活
動
を
よ
り
推
進
」「
卒
業
生
と

の
交
流
の
強
化
」「
国
際
化
へ
の
対

応
」「
産
学
共
同
研
究
活
動
の
推
進
」

「
教
職
員
の
人
材
育
成
」「
教
育
環

境
の
整
備
推
進
」
の
八
項
目
を
示

し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
八
項
目
に
基
づ
き
、
毎

年
、
よ
り
具
体
的
行
動
計
画
を
各

学
校
が
策
定
し
、
実
行
に
移
し
て

い
ま
す
。
教
育
の
特
性
上
、
す
ぐ

に
は
結
果
が
伴
わ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
が
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
繰
り
返

し
な
が
ら
、
理
想
と
す
る
学
園
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
私
ど
も
は
学
園
を
下
か

ら
支
え
る
立
場
で
す
か
ら
、
例
え

ば
学
園
が
作
成
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
で
は
学
長
や
教
授
、
学
生
達
を

前
面
に
出
す
ス
タ
ン
ス
で
お
り
ま

す
。 

 

現
在
、
私
立
学
校
を
取
り
巻
く

環
境
は
困
難
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
中
で
、
数
が
絶
対

の
成
長
の
目
安
で
は
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
の
現
状

を
多
方
面
か
ら
み
た
と
き
に
、
教

育
予
算
の
中
で
、
大
学
の
研
究
費

な
ど
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
む
し
ろ
倍
増
す

べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
十
年
先
、
二
十
年
先
の
日
本

の
将
来
を
見
据
え
た
、
し
か
る
べ

き
対
応
が
望
ま
れ
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
こ
れ
、

か
ら
の
大
学
に
は
、
教
育
・
研
究

機
関
と
し
て
の
役
割
だ
け
で
な
く
、

知
的
財
産
を
地
域
に
提
供
し
社
会

に
貢
献
す
る
と
い
う
使
命
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
勝

山
市
・
あ
わ
ら
市
・
鯖
江
市
・
福

井
市
と
相
互
連
携
協
定
を
締
結
し
、

地
域
と
の
連
携
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
小
中
高
生
の
理
科
離

れ
を
防
ぐ
た
め
の
「
科
学
実
験
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
や
公
開
講
座
「
未
来

塾
」
の
充
実
に
も
力
を
注
い
で
い

ま
す
。 

 

厳
し
い
経
営
環
境
で
は
あ
り
ま

す
が
、
明
確
な
目
標
と
行
動
計
画

を
も
っ
て
臨
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

更
紗 

今
春
か
ら
高
校
の
学
科
再

編
を
実
施
し
た
意
図
は
。 

金
井 

前
段
で
申
し
上
げ
た
よ
う

に
、
「
選
ば
れ
る
学
校
を
目
指
す
」

た
め
、
大
胆
に
学
科
再
編
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
改
革
は
、
今
年
度

四
月
か
ら
従
来
の
学
科
を
改
編
し

特
別
進
学
科
・
進
学
科
に
集
約
し
、

東
大
・
阪
大
・
京
大
・
医
学
部
な

ど
の
難
関
大
学
へ
の
合
格
を
目
指

す
進
学
校
へ
転
換
を
図
る
も
の
で

す
。 

 

大
学
へ
の
進
学
卒
が
５
０
％
を

超
え
る
中
、
保
護
者
が
求
め
る
学

学
生
か
ら
選
ば
れ
る
、
社
会

か
ら
評
価
さ
れ
る
、
教
職
員

が
理
想
と
す
る
大
学
、
学
校

を
目
指
す 

数
よ
り
質
。 

中
身
を
充
実
さ
せ
、
時
代
に

即
応
し
た
学
校
経
営
を
し
て

い
く
か
が
重
要
！ 
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校
の
姿
、
そ
し
て
、
少
子
化
の
中

で
の
生
き
残
り
を
か
け
た
改
革
と 

言
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
文
武
両

両
道
」
を
教
育
理
念
と
す
る
高
校

で
す
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
面
で
も
県

内
の
み
な
ら
ず
、
全
国
で
も
有
数

の
強
豪
校
を
目
指
し
ま
す
。 

 

大
学
に
つ
い
て
申
し
ま
す
と
、

昨
年
四
月
に
デ
ザ
イ
ン
学
科
を
新

設
し
、
今
年
四
月
か
ら
は
八
学
科

二
コ
ー
ス
体
制
で
の
新
工
学
部
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。「
想
像
力
」

「
人
間
力
」「
共
生
力
」
の
三
つ
の

力
を
兼
ね
備
え
た
次
世
代
の
モ
ノ

づ
く
り
技
術
者
の
育
成
に
取
り
組

む
と
い
う
夢
は
、
着
実
に
実
行
に

移
し
て
い
ま
す
。 

 

先
に
申
し
上
げ
ま
し
た
高
校
の

学
科
再
編
に
伴
い
、
中
学
校
の
改

革
を
も
進
め
て
い
ま
す
。
県
内
で

唯
一
、
中
学
校
か
ら
高
校
、
大
学

ま
で
の
一
貫
教
育
を
担
っ
て
い
る

と
い
う
当
学
園
の
強
み
を
生
か
す

た
め
に
、
中
学
校
で
は
中
高
一
貫

で
学
ぶ
生
徒
の
た
め
の
選
抜
一
貫

コ
ー
ス
を
設
け
、
必
要
な
授
業
時

間
数
を
確
保
し
、
学
力
の
向
上
、

ひ
い
て
は
進
学
実
績
の
向
上
を
目

指
し
て
い
ま
す
。 

 

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
よ
う
に
、

高
校
の
学
科
再
編
は
、
単
に
高
校

の
み
の
改
革
に
と
ど
ま
る
も
の
で

は
な
く
、
金
井
学
園
全
体
と
し
て
、

ア
ク
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
６
０
に
基
づ

い
て
推
進
し
て
い
る
改
革
の
一
環

で
す
。 

 

当
学
園
の
大
切
な
財
産
で
あ
り

ま
す
「
卒
業
生
と
の
交
流
の
強
化
」

や
、
地
域
の
産
業
界
と
の
密
接
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
る
「
産

学
官
共
同
研
究
活
動
の
推
進
」、
さ

ら
に
は
政
府
の
方
針
に
沿
っ
た
海

外
か
ら
の
留
学
生
の
受
入
れ
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
し
、
教
育

サ
ー
ビ
ス
の
基
本
と
な
り
ま
す
教

育
環
境
の
整
備
も
、
着
実
に
進
行

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
学

生
主
体
の
も
の
づ
く
り
の
空
間
工

房
と
し
て
「
Ｓ
Ｓ
Ｌ
デ
ザ
イ
ン
工

房
」
を
昨
年
完
成
さ
せ
、
東
京
ド

ー
ム
の
約
二
・
五
倍
の
敷
地
面
積

と
な
る
「
力
―
ル
・
マ
イ
ヤ
ー
・

グ
ラ
ウ
ン
ド
」
に
つ
い
て
も
、
今

秋
の
完
成
を
目
指
し
て
建
設
を
進

め
て
い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
着

実
に
実
施
し
、
成
功
へ
と
導
い
て

い
く
た
め
に
不
可
欠
な
教
職
員
の

人
材
育
成
に
も
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。 

 

更
紗 

附
属
幼
稚
園
、
保
育
園
も

視
野
に
入
れ
た
一
貫
校
へ
の
意
欲

は
。 

金
井 

私
立
小
学
校
の
設
置
に
関

心
は
持
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

私
立
学
校
連
合
会
と
し
て
私
立
幼

稚
園
、
保
育
園
の
お
手
伝
い
を
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
も
考
え
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
今
も
っ
と
も
優
先
す

べ
き
課
題
は
、
現
在
の
中
高
生
達

を
優
秀
な
生
徒
に
育
て
上
げ
る
こ

と
で
す
。
中
高
一
貫
の
抜
本
的
組

織
改
革
を
進
め
、
何
と
な
く
公
立

優
位
の
意
識
が
残
る
と
い
わ
れ
る

こ
の
福
井
県
に
お
い
て
も
、「
私
立
」

が
決
し
て
「
公
立
」
に
ひ
け
を
と

ら
な
い
、
む
し
ろ
上
を
行
く
評
価

を
い
た
だ
け
る
よ
う
な
教
育
先
進

県
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
に
し
た
い
、

こ
れ
が
今
の
私
の
思
い
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
現
在
の
中
高
大
で
の

教
育
に
全
神
経
を
集
中
さ
せ
、
他

に
は
分
散
し
な
い
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

大
学
、
高
校
、
中
学
校
そ
れ
ぞ

れ
が
、
理
念
と
明
確
な
事
業
計
画

を
も
っ
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
形
成
し
、

さ
ら
に
各
学
校
と
こ
れ
を
支
え
る

法
人
本
部
と
の
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
金
井
学
園
と
い
う
一
つ

の
確
固
と
し
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
な

る
こ
と
、
こ
れ
が
現
在
の
目
標
で

す
。
今
後
も
、「
知
育
・
徳
育
・
体

育
」
と
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
人
間

教
育
の
実
践
、
人
間
力
の
育
成
と

い
う
基
本
理
念
に
基
づ
き
、「
す
べ

て
は
学
生
・
生
徒
の
た
め
に
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
掲
げ
、
先
に

申
し
上
げ
ま
し
た
中
期
経
営
計
画

の
成
功
に
向
け
、
教
職
貝
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 

「
す
べ
て
を
学
生
・
生
徒
の

た
め
に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

全
力
を
尽
く
す
。 

INTERVIEW   
Sarasa 

教育界のトップリーダー 金井兼 
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創
立
六
〇
周
年
を
迎
え
た
金
井

学
園
は
、
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
発
祥
校
と
な
る
「
北
陸
電
気

学
校
」
か
ら
学
園
発
展
の
た
め
に

閉
校
・
閉
学
し
た
こ
れ
ま
で
の
学

校
の
歴
史
を
刻
ん
だ
「
金
井
学
園 

歴
代
学
校
記
念
碑
」
を
学
園
内
建

学
の
森
に
建
立
し
た
。 

三
月
二
七
日
、
各
校
の
卒
業
生

や
元
教
員
、
同
窓
会
等
関
係
者
ら

約
一
四
〇
名
が
出
席
し
、
金
井
理

事
長
ら
が
記
念
碑
の
除
幕
を
行
っ

た
。
式
後
、
学
園
内
を
見
学
し
た 

        

      

参
加
者
ら
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
懇
親
会
に
参
加
。 

城
野
政
弘
福
井
工
業
大
学
学
長

は
、
「
中
国
の
諺
に
『
飲
水
思
源
』

と
い
う
こ
と
ば
が
あ
り
ま
す
。
水

を
飲
む
時
は
そ
の
井
戸
を
掘
っ
て

く
れ
た
人
た
ち
の
苦
労
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。

現
在
我
々
が
教
育
研
究
に
励
む
こ

と
が
で
き
る
の
は
、
皆
様
方
の
ご

苦
労
あ
っ
て
こ
そ
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
技
術
は
豊
か
な
生
活
を
も

た
ら
す
と
共
に
環
境
や
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
問
題
な
ど
負
の
面
も
も
た

ら
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
時
代

に
お
い
て
、
こ
れ
か
ら
我
が
国
が

近
隣
諸
国
と
競
争
し
て
い
く
に
は
、

我
が
国
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
よ

う
な
技
術
と
、
も
の
づ
く
り
を
通

じ
て
国
を
興
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
我
々
は
そ
れ
を
支
え
る

人
材
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。
教

育
、
研
究
と
合
せ
て
社
会
貢
献
も

大
学
の
大
き
な
使
命
の
ひ
と
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
福
井
に

あ
る
工
業
大
学
と
し
て
社
会
に
役

立
つ
よ
う
な
様
々
な
公
開
講
座
を

通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
の
で
、

同
窓
会
の
皆
様
に
も
、
よ
ろ
し
く

ご
指
導
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
を
述
べ
た
。 

                 

福
井
県
の
教
育
を
常
に
リ
ー
ド
し
て
い
る
金
井
学
園
。 

創
立
六
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
す
。 

歴代学校記念碑除幕式(2010 年３月 27 日) 

懇親会であいさつする
城野政弘福井工業大学
学長 
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福井女子短期大学 
（昭和 40 年４月～昭和 52 年３月） 

福井女子短期大学は昭和 39 年４月に福井短期大
学に設置された家政科を独立して昭和 40 年４月開
学した。同敷地内の福井工業大学が学科増定員増と
発展する中で校地・校舎が不足するようになり福井
女子短期大学は福井工業大学の一層の発展のため
に苦渋の選択の末やむなく昭和 51 年度より学生募
集を停止した。最後の卒業証書授与式は昭和 52 年
３月 17 日に挙行され、卒業生 565 名を実社会に送
り出し 12 年間の歴史の幕を閉じ閉学した。 
 

フクイモダンデザイン専修学校 
（昭和 54 年４月～平成元年３月） 

昭和 54 年４月「フクイモダンデザイン専修学校」
の校名で開校した。校地・校舎は創立者の金井家居
住地福井駅前南通り（福井市中央１丁目）の金井学
園会館であった。平成元年４月地域産業に根ざした
デザイン教育を強調するため校名を「福井産業デザ
イン専修学校」と改称した。 
 

福井産業デザイン専修学校 
（平成元年４月～平成 11 年３月） 

福井工業大学附属 
マルチメディア・デザイン・カレッジ 

（平成 11 年４月～平成 14 年３月） 
福井産業デザイン専修学校は平成元年４月に昭

和 54 年から開校していた「フクイモダンデザイン
専修学校」の校名を改称したものである。平成２年
10 月福井校地に専修学校本館を新築し校舎を福井
駅南通りの金井学園会館から現福井校地（福井市学
園３丁目）に移転した。平成 11 年４月校名を「福
井工業大学附属マルチメディア・デザイン・カレッ
ジ」に改称した。金井学園デザイン系専修学校は
450 名の卒業生を輩出し多くの有為なデザイナー
を社会に送ったが学齢人口急減の影響を受けて平
成 14 年３月やむなく 23 年間におよぶ歴史の幕を
閉じ閉校した。 
 

福井工業大学別科工学専修科 
（昭和 61 年４月～平成 15 年３月） 

２年制の福井工業大学別科工学専修科は昭和 61
年４月に開校された。この別科は現代の科学技術が
急速に発展し高度化多様化している中でその高度
な技術を使いこなして産業社会の即戦力となりう
るプロフェッショナルな人材を短期間で養成する
ために設置されたものである。短期集中型のカリキ
ュラムによる実践的な教育が行われ各種国家試験
資格取得が目標とされた。18 歳人口激減の影響を
受けて学生数が急減しついに平成 14 年度末をもっ
て 2,382 名の卒業生を送り出し福井工業大学別科
工学専修科の歴史の幕を閉じ閉科した。

建学の森に建立した歴代学校記念碑 

北陸電気学校 
（昭和 21 年４月～昭和 28 年３月） 

北陸電気専門学校 
（昭和 28 年４月～昭和 36 年３月） 

北陸電気学校は昭和 24 年４月金井兼造氏（1922
～2004）により福井市豊島上町（現・福井市中央
２丁目）に夜間学校として創立された。これが金井
学園の起源である。北陸電気学校は昭和 25 年４月
学校教育法に規定する修業年限２年の昼間制各種
学校となった。北陸電気学校は昭和 28 年４月校名
を「北陸電気専門学校」と改称した。昭和 33 年４
月産業界からの要望もあり文部省令による高等学
校を申請し、昭和 34 年４月「福井実業高等学校」
が誕生した。 
 

福井実業高等学校 
（昭和 34 年４月～昭和 40 年３月） 

福井実業高等学校は「北陸電気専門学校」が昭和
34 年文部省令による高等学校として再編されたも
のである。校舎は開校当初福井市東明里町 29 番地
にあったが昭和 34 年 10 月に福井市東明里町 20 番
地（現校地・学園３丁目）に新築移転した。同校は
昭和 41 年度から大学進学に適した普通科が増設し
昭和 40 年 10 月校名を「福井高等学校」と改称し
た。この校名はさらに昭和 53 年２月現在の「福井
工業大学附属福井高等学校」に改称された。 
 

福井短期大学 
（昭和 38 年４月～昭和 41 年３月） 

福井短期大学は本県の産業界と県民の強い要望
と期待のもと「高等技術者の養成」を目指して昭和
38 年４月に開学した。しかし福井短期大学は昭和
40 年４月には４年制大学として開学した福井工業
大学に再編された。昭和 41 年３月第１回卒業生と
合わせて卒業生総数 81 名を送り出し３年間の歴史
の幕を閉じ閉学した。 


